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2.1.1 「出版 SC」「図書館 SC」の設計方針
BCCWJの設計時において，出版 SC・図書館 SCの設計方針を，以下のように定めた。 
 「出版 SC」は，2001年から 2005年までに国内で発行された書籍・雑誌・新聞を対
象とし，そこに含まれる総文字数（推計 65,471,677,099文字）によって母集団を定
義する。












3,900文字，雑誌で 3,000文字，新聞で 1,000文字と仮定した。また，1語は 1.7文字で構成さ
れると仮定した。
この試算により，出版 SCでは約 3,500万語，図書館 SCでは約 3,000万語が取得できるこ
とになり，特定目的 SCの約 3,500万語と合計して，BCCWJ全体を構成する語数である「1
億語」を達成することができると見積もった。
8 第 2章 3つの SCの設計とサンプリングの結果
表 2.1: 出版 SC・図書館 SCの設計
SC メディア サンプル数 固定長サンプル語数 可変長サンプル語数
出版 SC 書籍 12,604 7,414,118 28,915,059
雑誌 2,730 1,605,882 4,817,647
新聞 1,666 980,000 980,000
合計 17,000 10,000,000 34,712,706

























「出版 SC」の固定長サンプルを 1,000万語取得するという点については，最終的には 89.3%の
2.1. 「出版 SC」「図書館 SC」の設計とサンプリングの結果 9
表 2.2: 出版 SC・図書館 SCのサンプリング結果
SC メディア サンプル数 固定長サンプル語数 可変長サンプル語数
出版 SC 書籍 11,212 6,595,294 29,541,361
(89.0%) (89.0%) (102.2%)
雑誌 2,483 1,460,588 5,687,485
(91.0%) (90.9%) (118.0%)
新聞 1,490 876,471 864,364
(89.4%) (89.4%) (88.1%)
合計 15,185 8,932,353 36,093,211
(89.3%) (89.3%) (104.0%)




可変長サンプルの語数は，当初の設計に対して，出版 SCの書籍で 102.2%，雑誌で 118.0%，
新聞で 88.1%，図書館 SCの書籍で 103.9%という結果になり，新聞のみ設計を下回ったもの
の，全体的には当初の設計を上回る語数が得られた。
サンプリングの設計時におけるサンプル数と語数の試算，およびその最終結果について，出
版 SC・図書館 SCのジャンル別に，表 2.3，2.4に示す。列名にある「S」は「サンプル」を表
わす。さらに，出版年（出版 SCは 2001年から 2005年までの 5期，図書館 SCは 1986年か








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































22 第 2章 3つの SCの設計とサンプリングの結果
表 2.14: 「特定目的 SC」の構成
メディア 対象期間 取得対象 S数 可変長 S 取得元媒体語数
白書 1976年{2005年 1,006冊 1,500 500万語 印刷物
教科書 2005年{2007年 145冊 483 120万語 印刷物
広報紙 2008年 100自治体 355 400万語 印刷物
ベストセラー  1976年{2005年 951冊 1,696 447万語 印刷物
Yahoo!知恵袋 2004年{2005年 3,120,839質問 91,450 1,000万語 電子データ
Yahoo!ブログ 2008年{2009年 3,463,413記事 52,680 1,000万語 電子データ
韻文 1980年{2005年 130冊 253 15万語 印刷物
法律 1976年{2005年 718法律 348 100万語 電子データ








SC メディア 対象期間 母集団 S数 可変長 S 取得元媒体語数
出版 書籍 2001年{2005年 約 485億文字 11,212 2,954万語 印刷物
SC 雑誌 2001年{2005年 約 105億文字 2,483 569万語 印刷物
新聞 2001年{2005年 約 64億文字 1,490 86万語 印刷物
図書館 書籍 1986年{2005年 479億文字 11,242 3,005万語 印刷物
SC
特定 白書 1976年{2005年 1,006冊 1,500 500万語 印刷物
目的 教科書 2005年{2007年 145冊 483 120万語 印刷物
SC 広報紙 2008年 100自治体 355 400万語 印刷物
ベストセラー 1976年{2005年 951冊 1,696 371万語 印刷物
Yahoo!知恵袋 2004年{2005年 約 312万質問 91,450 1,000万語 電子データ
Yahoo!ブログ 2008年{2009年 約 346万記事 52,680 1,000万語 電子データ
韻文 1980年{2005年 130冊 253 15万語 印刷物
法律 1976年{2005年 718法律 348 100万語 電子データ
国会会議録 1976年{2005年 32,925会議 159 500万語 電子データ
なお，出版 SC・図書館 SCの設計に関する詳細については，丸山・秋元 (2006,2007)を，サ
ンプリングの手順については柏野ほか (2009)，丸山ほか (2011)を参照されたい。
24 第 3章 各メディアにおけるサンプリングの手順と結果
3.2 出版SC「書籍」
概要




 「2001年から 2005年までの 5年間に日本国内で出版されたすべての書籍」を調べるた
め，国立国会図書館に所蔵されている書籍を調査した。「納本制度」により，国内で発行
されるすべての書籍は国立国会図書館に納本されることになっているためである。
















発行年（5層）：書籍の発行年である 2001年から 2005年までの，5分類。 
 NDCで層別した母集団の各層について，構成比率を図 3.1に示す。



















































図 3.2: 取得したサンプルの構成比率（出版 SC「書籍」，NDC別）
26 第 3章 各メディアにおけるサンプリングの手順と結果
3.3 出版SC「雑誌」
概要




















 上記定義した母集団を，以下の 2つの基準により，合計 30層に層別した。 
ジャンル（6層）：『雑誌新聞総かたろぐ』で雑誌タイトルごとに分類されている
ジャンル（1. 総合，2. 教育・学芸，3. 政治・経済・商業，4. 産業，5. 工業，
6. 厚生・医療）による，6分類。
発行年（5層）：雑誌の発行年である 2001年から 2005年までの，5分類。 
 ジャンルで層別した母集団の各層について，構成比率を図 3.3に示す。
































図 3.4: 取得したサンプルの構成比率（出版 SC「雑誌」，ジャンル別）
28 第 3章 各メディアにおけるサンプリングの手順と結果
3.4 出版SC「新聞」
概要





















 上記で定義した母集団を，以下の 2つの基準により，合計 80層に層別した。 
新聞タイトル（16層）：新聞タイトルによる，16分類。
発行年（5層）：新聞の発行年である 2001年から 2005年までの，5分類。 
 新聞タイトルで層別した母集団の各層について，構成比率を図 3.5に示す。




































































図 3.6: 取得したサンプルの構成比率（出版 SC「新聞」，タイトル別）
30 第 3章 各メディアにおけるサンプリングの手順と結果
3.5 図書館SC「書籍」
概要



















発行年（20層）：書籍の発行年である 1986年から 2005年までの，20分類。 
 NDCで層別した母集団の各層について，構成比率を図 3.7に示す。




















































図 3.8: 取得したサンプルの構成比率（図書館 SC「書籍」，NDC別）
32 第 3章 各メディアにおけるサンプリングの手順と結果
3.6 特定目的SC「白書」
概要














 調査の結果，合計で 40タイトル，1,006冊の白書が同定され，これらを特定目的 SC「白
書」の対象データとして定義した。
層別方法
 上記で定義した対象データを，以下の 2つの基準により，合計 54層に層別した。 
ジャンル（9層）：白書の内容に基づいて設定した，「安全」「外交」「科学技術」「環
境」「教育」「経済」「国土交通」「農林水産」「福祉」という 9分類。




第 5期：1996～2000年，第 6期：2001～2005年 
3.6. 特定目的 SC「白書」 33
サンプリング方法



















図 3.9: 取得したサンプルの構成比率（特定目的 SC「白書」，ジャンル別）































































図 3.11: 取得したサンプルの構成比率（特定目的 SC「教科書」，教科別）










 100自治体で 2008年に発行された広報紙を入手した。Web上から PDFファイルで入手
したものもあるが，自治体から現物を取り寄せた場合もあった。
層別方法























図 3.12: 取得したサンプルの構成比率（特定目的 SC「広報紙」，地域別）
38 第 3章 各メディアにおけるサンプリングの手順と結果
3.9 特定目的SC「ベストセラー」
概要






















 取得した 1,696サンプルについて，NDCごとの内訳を，図 3.13に示す。



















図 3.13: 取得したサンプルの構成比率（特定目的 SC「ベストセラー」，NDC別）
















大カテゴリ 中カテゴリ 小カテゴリ カテゴリ番号
エンターテインメントと趣味 > おもちゃ，ホビー > おもちゃ 2078523513
エンターテインメントと趣味 > ゲーム > オンラインゲーム 2078297515























































図 3.14: 取得したサンプルの構成比率（特定目的 SC「Yahoo!知恵袋」，大カテゴリ別）
42 第 3章 各メディアにおけるサンプリングの手順と結果
3.11 特定目的SC「Yahoo!ブログ」
概要


















大カテゴリ 中カテゴリ 小カテゴリ カテゴリ番号
生活と文化 > 祝日，記念日，年中行事 > クリスマス 555000540
生活と文化 > 祝日，記念日，年中行事 > 誕生日 555000549
家庭と住まい > 住まい > ガーデニング 555002691








































図 3.15: 取得したサンプルの構成比率（特定目的 SC「Yahoo!ブログ」，大カテゴリ別）
44 第 3章 各メディアにおけるサンプリングの手順と結果
3.12 特定目的SC「韻文」
概要






短歌：『現代短歌全集』（筑摩書房，2002年刊） 第 14巻～第 17巻
俳句：『増補現代俳句大系』（角川書店，1980年～1982年刊） 第 8巻～第 15巻
詩：「現代詩文庫」シリーズ（思潮社，1986年～2005年刊） 118冊













 取得した 253サンプルについて，内訳を図 3.16に示す。




図 3.16: 取得したサンプルの構成比率（特定目的 SC「韻文」）
46 第 3章 各メディアにおけるサンプリングの手順と結果
3.13 特定目的SC「法律」
概要










 上記で定義した対象データを，以下の基準により，合計 6層に層別した。 



























図 3.17: 母集団の構成比率（特定目的 SC「法律」，公布年別）
 取得した 348サンプルについて，ジャンルごとの内訳を，表 3.2に示す。
表 3.2: 取得したサンプルの構成比率（特定目的 SC「法律」，ジャンル別）
憲法 2 国土開発 5 文化 2 航空 1
国会 3 土地 1 産業通則 18 貨物運送 3
行政組織 22 都市計画 7 農業 11 郵務 4
国家公務員 3 道路 1 林業 5 電気通信 13
行政手続 1 災害対策 6 水産業 3 労働 9
地方自治 4 建築・住宅 8 鉱業 2 環境保全 12
地方財政 1 財務通則 4 工業 10 厚生 17
司法 5 国税 18 商業 13 社会福祉 15
民事 36 専売・事業 4 金融・保険 40 防衛 1
刑事 7 国債 3 陸運 11 外事 6
警察 4 教育 3 海運 4 合計 348
48 第 3章 各メディアにおけるサンプリングの手順と結果
3.14 特定目的SC「国会会議録」
概要





るデータのうち，第 77回国会から第 163回国会までに開かれた 32,986会議の会議録デー
タを国立国会図書館より受領し，これらを特定目的 SC「国会会議録」の対象データと
した。
 対象データのうち，「両院協議会」で開かれた 61会議，発言部分の文字数が 1,000文字以
下の 6,401会議，第 77回国会のうち 1975年に開催された 33会議は除外した。
層別方法
 上記で定義した対象データを，以下の 3つの基準により，合計 48層に層別した。 
開催院（2層）：「衆議院」「参議院」による，2分類。
















































































表 5.1: 書誌情報データを構成する列 
1. 書誌 ID （Bib ID） サンプルを抽出した原本に対して付された ID。
2. タイトル （Title） 原本のタイトル。
3. 副題 （Subtitle） 原本の副題（サブタイトル）。
4. 巻号 （Number） 原本の巻号。
5. 責任表示 （Bib author） 原本の責任表示（著者，編者，監修者など）。
6. 出版者 （Publisher） 原本の出版者（出版社）。
7. 出版年 （Year） 原本の出版年。
8. ISBN（ISBN） 原本に付された ISBN（国際標準図書番号）。
9. 判型 （Size） 原本のサイズ。
10. ページ数 （Pages） 原本のページ数。
11. ジャンル (1) （Genre 1） 原本のジャンルに関する情報 (1)。
12. ジャンル (2) （Genre 2） 原本のジャンルに関する情報 (2)。
13. ジャンル (3) （Genre 3） 原本のジャンルに関する情報 (3)。
14. ジャンル (4) （Genre 4） 原本のジャンルに関する情報 (4)。


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 BK 20000215 ～ BK 99131275，BK XXXXXX02 ～ BK XXXXXX40，BK 7501115D ～
BK 8900620D
1・2桁目 「BK」 「書籍（Book）」であることを表す。
3桁目 「 」 区切り記号。
4～11桁目 原本に付された一意の ID。 
※ 4～11桁目の IDは，国立国会図書館の「全国書誌番号」に対応している。




58 第 5章 書誌情報データ（Bibliography.txt）
「雑誌」の書誌 ID
「雑誌」の書誌 IDは，以下の構造を持つ。 
 PM 00010120 ～ PM 12590109
1・2桁目 「PM」 「雑誌（Magazine）」であることを表す。


















 PN 01010125 ～ PN 31041101
1・2桁目 「PN」 「新聞（Newspaper）」であることを表す。









※ 6～7桁目（01～05）は，発行年（2001年から 2005年）の下 2桁を表わす。
※ 8～11桁目（0101～1231）は，新聞の発行日（1月 1日から 12月 31日）を 4桁で表す。
「白書」の書誌 ID
「白書」の書誌 IDは，以下の構造を持つ。 
 WR 00000001 ～ WR 00001006
1・2桁目 「WR」 「白書」であることを表す。
3桁目 「 」 区切り記号。
4～11桁目 原本に付された一意の ID。 




 TB 01000001 ～ TB 91000002
1・2桁目 「TB」 「教科書（TextBook）」であることを表す。
3桁目 「 」 区切り記号。
4桁目 教科。
「0」= 国語　「3」= 社会　　　「6」= 芸術　　「9」= 生活
「1」= 数学　「4」= 外国語　　「7」= 保健体育
「2」= 理科　「5」= 技術家庭　「8」= 情報
5桁目 学校。




 PR 01103001 ～ PR 47209008
1・2桁目 「PR」 「広報紙（Public Relations）」であることを表す。
3桁目 「 」 区切り記号。
4～8桁目 自治体に付された一意の ID。
9～11桁目 その自治体における号数。 
※ 4～8桁目の IDは，総務省「全国地方公共団体コード」の上 5桁に対応している。





 YC 00297287 ～ YC 00585157
1・2桁目 「YC」 「Yahoo!知恵袋（Yahoo! Chiebukuro）」であることを表す。
3桁目 「 」 区切り記号。





 YB 00000075 ～ YB 00023084
1・2桁目 「YB」 「Yahoo!ブログ（Yahoo! Blog）」であることを表す。
3桁目 「 」 区切り記号。
4～11桁目 「Yahoo!ブログ」の小カテゴリごとに付された一意の ID。 




 VE 00010001 ～ VE 99099368
1・2桁目 「VE」 「韻文（Verse）」であることを表す。
3桁目 「 」 区切り記号。







 LA S51HO042 ～ LA H17HO124
1・2桁目 「LA」 「法律（Law）」であることを表す。








 MD 00010004 ～ MD 99060001
1・2桁目 「MD」 「国会会議録（Minutes of the Diet）」であることを表す。







8～11桁目 会議種別ごとの会議に付された一意の ID。 
※ 4～5桁目（76～05）は，会議の開催年（1976年から 2005年）の下 2桁を表わす。
※ 国会会議録の会議種別と会議名称の詳細については，91ページの 5.3.8を参照。






































 「2002年 4月 15日号（第 15巻第 16号，通巻 750号）」（雑誌）
 「サンデー毎日臨時増刊（第 80巻第 49号，通巻 4467号）」（雑誌）
 「2001/10/24」（新聞）
 「2008年 12号」（広報紙）
 「第 17巻 (昭和 55年～昭和 63年)」（韻文）
 「平成元年六月二十八日法律第五十八号」（法律）














 「高橋貞巳 j監修 ; 三菱総合研究所 j著」（書籍）
 「カフカ j著 ; 池内紀 j訳」（書籍）
 「ロナルド・A.モース j編著 ; 日下公人 j監修 ; 時事通信社外信部 jほか訳」（書籍）
 「経済産業省 ; 厚生労働省 ; 文部科学省」（白書）





















































ジャンル (1)～(4)（Genre 1～Genre 4）列は，原本のジャンルに関連した情報を表わす。
表 5.3: ジャンル情報の例
メディア ジャンル (1) ジャンル (2) ジャンル (3) ジャンル (4)
書籍 9 文学 913 0193
雑誌 1 総合 一般 総合誌 週刊
新聞 全国紙
白書 外交
教科書 国語 小 3
広報紙 東北地方 青森県
Yahoo!知恵袋 子育てと学校 子育て，出産 子育ての悩み
Yahoo!ブログ 家庭と住まい ペット，動物 犬
韻文 短歌
法律 35 金融・保険




ジャンル (1) 「NDC（日本十進分類法）第 9版」第 1次区分（類） + 分類名
ジャンル (2) 「NDC（日本十進分類法）第 9版」第 3次区分（目）
ジャンル (3) Cコード
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※ 「分類なし」は，2005年 10月時点で国立国会図書館で NDCが付与されていなかった
場合に相当する。
ジャンル (2) 「書籍」のジャンル (2)列には，国立国会図書館で付与された「NDC（日本十
進分類法）第 9版」の第 3次区分（目）を表す数値が記載されている。
例 
 「002」 ～ 「992」，「（空文字）」 
※ NDCの第 2次区分（綱，左から 2桁目まで）の分類（綱目表）は，74ページの 5.3.1を
参照。第 3次区分（目，左から 3桁目まで）までの詳細な分類（要目表）については，
『日本十進分類法 新訂 9版』（日本図書館協会）などを参照。
※ 空文字は，2005年 10月時点で国立国会図書館で NDCが付与されていなかった場合に
相当する。
ジャンル (3) 「書籍」のジャンル (3)列には，「Cコード（図書分類コード）」が記載されて
いる。
例 





「0」＝ 一般 「3」＝ 専門 「6」＝ 学参 I（小中） 「9」＝ 雑誌扱い
「1」＝ 教養 「4」＝ （欠番） 「7」＝ 学参 II（高校）
「2」＝ 実用 「5」＝ 婦人 「8」＝ 児童
68 第 5章 書誌情報データ（Bibliography.txt）
※ 「Cコード」の 2桁目「発行形態コード」の分類を，以下に示す。
「0」＝ 単行本 「3」＝ 全集・双書 「6」＝ 図鑑 「9」＝ コミック
「1」＝ 文庫 「4」＝ ムック・その他 「7」＝ 絵本
「2」＝ 新書 「5」＝ 事・辞典 「8」＝ 磁性媒体など















































ジャンル (1) 「教科書」のジャンル (1)列には，教科の別が記載されている。
例 
 「国語」「数学」「理科」「社会」「外国語」「技術家庭」「芸術」「生活」「保健体育」「情報」 
70 第 5章 書誌情報データ（Bibliography.txt）
ジャンル (2) 「教科書」のジャンル (2)列には，学校の別が記載されている。
例 
 「小学校」「中学校」「高校」 
















































「芸術と人文」 「Yahoo!サービス」 「趣味とスポーツ」 
※ 「Yahoo!ブログ」の中カテゴリ・小カテゴリについては，84ページの 5.3.6を参照。







ジャンル (1) 「法律」のジャンル (1)列には，43種類のジャンル名が記載されている。
例 







ジャンル (1) 「国会会議録」のジャンル (1)列には，2種類の「開催院」の別が記載されて
いる。
例 
 「衆議院」 「参議院」 
1








責任表示 ID（Bib author ID）列は，責任表示（Bib author）列に記載されている人名・組
織名などに対して付された IDである。記載されている IDは，人名録データ（Directory.txt）




 「00254659 ; 00184422」 （書籍）












「書籍」のジャンル (2)列に記載された 3桁の「NDC（日本十進分類法）」のうち，第 2次
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大ジャンル 中ジャンル 小ジャンル
























4 産業 農林水産 農業経営
食料／食品 醸造業
運輸／通信 海事・海運・港湾













「新聞」の書誌 IDの 4～5桁目で表わされる ID（01～31）は，新聞の母集団に含まれる 16
タイトル，および朝夕刊の別について，我々のサブグループで独自に付与した IDである。各
タイトルに対応づけられたジャンル（配達エリア）との対応関係は，以下のようになっている。
ID タイトル 朝夕刊 配達エリア ID タイトル 朝夕刊 配達エリア
01 朝日新聞 朝刊 全国紙 17 河北新報 朝刊 地方紙
02 朝日新聞 夕刊 全国紙 18 河北新報 夕刊 地方紙
03 毎日新聞 朝刊 全国紙 19 新潟日報 朝刊 地方紙
04 毎日新聞 夕刊 全国紙 20 新潟日報 夕刊 地方紙
05 読売新聞 朝刊 全国紙 21 京都新聞 朝刊 地方紙
06 読売新聞 夕刊 全国紙 22 京都新聞 夕刊 地方紙
09 産経新聞 朝刊 全国紙 23 神戸新聞 朝刊 地方紙
10 産経新聞 夕刊 全国紙 24 神戸新聞 夕刊 地方紙
11 北海道新聞 朝刊 ブロック紙 25 中国新聞 朝刊 地方紙
12 北海道新聞 夕刊 ブロック紙 26 中国新聞 夕刊 地方紙
13 中日新聞 朝刊 ブロック紙 27 高知新聞 朝刊 地方紙
14 中日新聞 夕刊 ブロック紙 28 高知新聞 夕刊 地方紙
15 西日本新聞 朝刊 ブロック紙 30 琉球新報 朝刊 地方紙
16 西日本新聞 夕刊 ブロック紙 31 琉球新報 夕刊 地方紙
※ ID「07」「08」「29」は，著作権処理の都合上，欠番となった。









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 6.1: サンプル情報データを構成する列 
1. サンプル ID （Sample ID） 各サンプルに対して一意に付された ID。
2. 書誌 ID （Bib ID） 各サンプルを抽出した原本に対して付された ID。
3. サンプル抽出基準点 ページ 「サンプル抽出基準点」を取得したページ。
　　（Sampling page）
4. サンプル抽出基準点 座標 「サンプル抽出基準点」を取得した交点。
　　（Sampling point） 
サンプル情報データの例を，以下に示す。
Sample ID Bib ID Sampling Sampling
page point
出版・書籍 PB10 00047 BK 20205918 163 5D
出版・雑誌 PM11 00053 PM 10550109 76 9F
出版・新聞 PN1a 00013 PN 01010225 4 6C
図書館・書籍 LBa1 00004 BK 86049602 230 2H
白書 OW6X 00009 WR 00000066 285 4C
教科書 OT01 00008 TB 01000002 31 8A
広報紙 OP00 00001 PR 01103001
ベストセラー OB0X 00001 BK 75079014 358 4D
Yahoo!知恵袋 OC01 00001 YC 00297514
Yahoo!ブログ OY01 00005 YB 00010571
韻文 OV0X 00001 VE 00010001
法律 OL3X 00072 LA H01HO058
国会会議録 OM11 00001 MD 80010001





サンプル ID（Sample ID）列は，各サンプルに対して一意に付された IDを表わす。
例 
 「PB10 00047」（出版 SC「書籍」）
 「PM11 00053」（出版 SC「雑誌」）
 「PN1a 00013」（出版 SC「新聞」）
 「LBa1 00004」（図書館 SC「書籍」）
 「OW6X 00009」（特定目的 SC「白書」）
 「OT01 00008」（特定目的 SC「教科書」）
 「OP01 00008」（特定目的 SC「広報紙」）
 「OB0X 00001」（特定目的 SC「ベストセラー」）
 「OC01 00001」（特定目的 SC「Yahoo!知恵袋」）
 「OY01 00005」（特定目的 SC「Yahoo!ブログ」）
 「OV0X 00001」（特定目的 SC「韻文」）
 「OL1X 00001」（特定目的 SC「法律」）
 「OM11 00001」（特定目的 SC「国会会議録」） 






出版 SC「書籍」のサンプル IDは，以下の構造を持つ。 
 PB10 00001 ～ PB5n 00141
1桁目 「P」 出版 SC（Publication）に所属することを表す。
2桁目 「B」 書籍（Book）のサンプルであることを表す。
3桁目 「1～5」 出版年を表す。
「1」＝ 2001年　 「3」＝ 2003年　「5」＝ 2005年
「2」＝ 2002年　 「4」＝ 2004年　





5桁目 「 」 区切り記号。
6～10桁目 各出版年・各 NDCにおけるサンプルの取得順位を表す。 
出版 SC「雑誌」のサンプル ID
出版 SC「雑誌」のサンプル IDは，以下の構造を持つ。 
 PM11 00002 ～ PM56 00004
1桁目 「P」 出版 SC（Production）に所属することを表す。
2桁目 「B」 雑誌（Magazine）のサンプルであることを表す。
3桁目 「1～5」 出版年を表す。
「1」＝ 2001年　 「3」＝ 2003年　「5」＝ 2005年





5桁目 「 」 区切り記号。
6～10桁目 各雑誌タイトル・各出版年におけるサンプルの取得順位を表す。 
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出版 SC「新聞」のサンプル ID
出版 SC「新聞」のサンプル IDは，以下の構造を持つ。 
 PN1a 00001 ～ PN5o 00021
1桁目 「P」 出版 SC（Publication）に所属することを表す。
2桁目 「N」 新聞（Newspaper）のサンプルであることを表す。
3桁目 「1～5」 出版年を表す。
「1」＝ 2001年　 「3」＝ 2003年　「5」＝ 2005年







5桁目 「 」 区切り記号。
6～10桁目 各新聞タイトル・各出版年におけるサンプルの取得順位を表す。 
図書館 SC「書籍」のサンプル ID
図書館 SC「書籍」のサンプル IDは，以下の構造を持つ。 
 LBa0 00002 ～ LBtn 00025
1桁目 「L」 図書館 SC（Library）に所属することを表す。
2桁目 「B」 書籍（Book）のサンプルであることを表す。
3桁目 「a～t」 出版年を表す。
「a」＝ 1986年　「h」＝ 1993年　「o」＝ 2000年
「b」＝ 1987年　「i」＝ 1994年　「p」＝ 2001年
「c」＝ 1988年　「j」＝ 1995年　「q」＝ 2002年
「d」＝ 1989年　「k」＝ 1996年　「r」＝ 2003年
「e」＝ 1990年　「l」＝ 1997年　「s」＝ 2004年
「f」＝ 1991年　「m」＝ 1998年　「t」＝ 2005年
「g」＝ 1992年　「n」＝ 1999年　





5桁目 「 」 区切り記号。
6～10桁目 各出版年・各 NDCにおけるサンプルの取得順位を表す。 
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特定目的 SC「白書」のサンプル ID
特定目的 SC「白書」のサンプル IDは，以下の構造を持つ。 
 OW1X 00000 ～ OW6X 03369
1桁目 「O」 特定目的 SCに所属することを表す。
2桁目 「W」 白書（White Paper）のサンプルであることを表す。
3桁目 「1～6」 出版時期を表す。
「1」＝第 1期（1976～1980年）　 「2」＝第 2期（1981～1985年）
「3」＝第 3期（1986～1990年）　 「4」＝第 4期（1991～1995年）
「5」＝第 5期（1996～2000年）　 「6」＝第 6期（2001～2005年）
4桁目 「X」 ダミー記号。
5桁目 「 」 区切り記号。
6～10桁目 各出版時期におけるサンプルの取得順位を表す。 
特定目的 SC「教科書」のサンプル ID
特定目的 SC「教科書」のサンプル IDは，以下の構造を持つ。 
 OT01 00002 ～ OT91 00009









「1」= 小学校　「2」= 中学校　「3」= 高校
5桁目 「 」 区切り記号。
6～10桁目 各教科・学校におけるサンプルの取得順位を表す。 
特定目的 SC「広報紙」のサンプル ID
特定目的 SC「広報紙」のサンプル IDは，以下の構造を持つ。 
 OP00 00001 ～ OP99 00003
1桁目 「O」 特定目的 SCに所属することを表す。
2桁目 「P」 広報紙（Public Relation）のサンプルであることを表す。
3・4桁目 「00～99」 対象となった 100自治体の通し番号を表す。
5桁目 「 」 区切り記号。
6～10桁目 各自治体から取得したサンプルの取得順位を表す。 
98 第 6章 サンプル情報データ（Sample.txt）
特定目的 SC「ベストセラー」のサンプル ID
特定目的 SC「ベストセラー」のサンプル IDは，以下の構造を持つ。 
 OB0X 00001 ～ OB6X 00257
1桁目 「O」 特定目的 SCに所属することを表す。
2桁目 「B」 ベストセラー（Best-seller）のサンプルであることを表す。
3桁目 「0～6」 出版時期を表す。





5桁目 「 」 区切り記号。
6～10桁目 各出版時期におけるサンプルの取得順位を表す。 
特定目的 SC「Yahoo!知恵袋」のサンプル ID
特定目的 SC「Yahoo!知恵袋」のサンプル IDは，以下の構造を持つ。 
 OC01 00001 ～ OC15 01173
1桁目 「O」 特定目的 SCに所属することを表す。
2桁目 「C」 Yahoo!知恵袋（Chiebukuro）のサンプルであることを表す。















5桁目 「 」 区切り記号。
6～10桁目 各大カテゴリにおけるサンプルの取得順位を表す。 
※ 大カテゴリ IDの「07（コンピュータテクノロジー）」は，「Yahoo! 知恵袋」の元データ
に十分な量のデータがなく，サンプルが取得できなかったため，欠番になっている。
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特定目的 SC「Yahoo! ブログ」のサンプル ID
特定目的 SC「Yahoo! ブログ」のサンプル IDは，以下の構造を持つ。 
 OY01 00005 ～ OY15 09456
1桁目 「O」 特定目的 SCに所属することを表す。
2桁目 「Y」 Yahoo! ブログ（Blog）のサンプルであることを表す。
















5桁目 「 」 区切り記号。
6～10桁目 各大カテゴリにおけるサンプルの取得順位を表す。 
特定目的 SC「韻文」のサンプル ID
特定目的 SC「韻文」のサンプル IDは，以下の構造を持つ。 
 OV0X 00001 ～ OV2X 00108





5桁目 「 」 区切り記号。
6～10桁目 サンプルの取得順位を表す。 
100 第 6章 サンプル情報データ（Sample.txt）
特定目的 SC「法律」のサンプル ID
特定目的 SC「法律」のサンプル IDは，以下の構造を持つ。 
 OL1X 00001 ～ OL6X 00066
1桁目 「O」 特定目的 SCに所属することを表す。
2桁目 「L」 法律（Law）のサンプルであることを表す。
3桁目 「1～6」 法律の公布年を表す。
「1」＝第 1期（1976～1980年）　 「2」＝第 2期（1981～1985年）
「3」＝第 3期（1986～1990年）　 「4」＝第 4期（1991～1995年）
「5」＝第 5期（1996～2000年）　 「6」＝第 6期（2001～2005年）
4桁目 「X」 ダミー記号。
5桁目 「 」 区切り記号。
6～10桁目 各期におけるサンプルの取得順位を表す。 
特定目的 SC「国会会議録」のサンプル ID
特定目的 SC「国会会議録」のサンプル IDは，以下の構造を持つ。 
 OM11 00001 ～ OM68 00001
1桁目 「O」 特定目的 SCに所属することを表す。










5桁目 「 」 区切り記号。
6～10桁目 開催時期，開催院・会議種別におけるサンプルの取得順位を表す。 
6.2.2 書誌 ID
書誌 ID（Bib ID）列は，各サンプルを取得した原本に対して一意に付された IDを表わす。
























1. 人名 ID （Directory ID） 人物に対して一意に付された ID。
2. 人名 （Name） 人物の氏名・組織名。
3. 性別（Sex） 性別。
4. 生年（BirthYear） 生年（10年単位）。 
人名録データの例を，以下に示す。
Directory ID Name Sex BirthYear
634 会田　雄次 男 1910
98948 アントニオ猪木 男 1940








人名 ID（Directory ID）列は，個人名・組織名に対して付された一意の IDを表わす。
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例 
 「4078」 （「阿刀田高」に付された ID）
 「31535」　（「木下順二」に付された ID）
 「2505106」 （「（株）共同通信社　出版本部　編集部」に付された ID） 






























1. サンプル ID （Sample ID） サンプルに対して一意に付された ID。
2. 人名 ID（Directory ID） 著者・著作権者に対して一意に付された ID。 
サンプルと著者・著作権者の対応関係の例を，以下に示す。













サンプル ID（Sample ID）列は，各サンプルに対して一意に付された IDを表わす。記載さ
れている IDは，サンプル情報データ（Sample.txt）の「サンプル ID（Sample ID）」列に記
106 第 8章 サンプル著者対応情報データ（Sample author.txt）
載された IDに対応している。詳しくは，94ページの 6.2.1を参照。
8.2.2 人名 ID
人名 ID（Directory ID）列は，人物に対して付された IDを表わす。記載されている ID















108 第 9章 書誌情報データの運用と拡張
 
書誌情報データ（Bibliography.txt）










11. Genre 1 ジャンル (1)
12. Genre 2 ジャンル (2)
13. Genre 3 ジャンル (3)
14. Genre 4 ジャンル (4)
15. Bib author ID 責任表示 ID
サンプル情報データ（Sample.txt）
1. Sample ID サンプル ID
2. Bib ID 書誌 ID
3. Sampling page サンプル抽出基準点 ページ
4. Sampling point サンプル抽出基準点 座標
5. Status 著作権許諾状況
6. Core コアデータ フラグ
人名録データ（Directory.txt）





1. Sample ID サンプル ID






1. Sample ID サンプル ID










12. Genre 1 ジャンル (1)
13. Genre 2 ジャンル (2)
14. Genre 3 ジャンル (3)
15. Genre 4 ジャンル (4)
16. Bib author ID 責任表示 ID
17. Sampling page サンプル抽出基準点 ページ
18. Sampling point サンプル抽出基準点 座標
19. Status 著作権許諾状況
20. Core コアデータ フラグ
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